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生きる意味
の再構築の視点から
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Agenda

01 問題意識

03 授業を構築する３つのステップ

04 授業教材のご紹介

05 学術の視座から

02 この「問い」に向き合う理由

06 提言

07 謝辞

08 参考文献
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01 問題意識

経験なき世代が中心の社会への移行

「死」への恐怖が中心の防災教育
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01 問題意識

経験なき世代が中心の社会への移行
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01 問題意識

東日本大震災から、15年。
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01 問題意識

現在の中学１年生＝
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現在の中学１年生＝「経験なき世代」
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01 問題意識

現在の中学１年生＝「経験なき世代」

巨大な統計データ
（歴史上の記号）
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01 問題意識

「死」への恐怖が中心の防災教育
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01 問題意識

これらの資料を用いてどのように授業を構成しますか
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【実践事例集】

◼ 事前、訓練、振り返りの3ｽﾃｯﾌﾟで実施する防災教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ【洪水】

◼ 事前、訓練、振り返りの3ｽﾃｯﾌﾟで実施する防災教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ【津波】

◼ 事前、訓練、振り返りの3ｽﾃｯﾌﾟで実施する防災教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ【地震】

◼ 事前、訓練、振り返りの3ｽﾃｯﾌﾟで実施する防災教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ【火山】

◼ 登下校中の大地震を想定した避難訓練

◼ 部活動時発災を想定した避難訓練

◼ 犠牲者0を目指して―防災キャンプの実施―

◼ 火災を想定した避難訓練

◼ 生徒が企画・運営する合同防災訓練

◼ 地域と連携した避難訓練等の実施による防災学習の自校化

◼ 避難訓練と小中連携の引き渡し訓練

◼ てんでんこレンジャーが園児や小学生に防災の啓発

◼ 高校生が開発した防災カードゲーム

◼ 日常に防災視点を加えよう

◼ 命にかかわる大問題―災害時のトイレと向き合おう―

◼ 災害から生き抜く自分を描く「防災小説」

◼ 4コマ漫画教材―避難所運営を疑似体験する―

◼ 生徒が主体的に取り組む避難所運営活動

◼ 防災学習日を通じて、学校と地域が一体となって進める防災教育

◼ 復興・防災マップの取組―過去から学ぼう 未来へつなげよう―

◼ もしも明日災害が発生するとしたら、今日、何をする！？

◼ 時系列で災害対応を考えよう

◼ みんなでつくるWebハザードマップ

◼ 自然災害伝承碑から防災・減災を学ぶには

01 問題意識
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01 問題意識

【具体的な実践例】

◼ 防災授業・講座・レクチャー（座学・知識学習）

◼ 被災体験談・語り部講話

◼ 過去の災害ケーススタディ

◼ ハザードマップの読み方講習

◼ クロスロード（ジレンマ思考のカードゲーム）

◼ DIG（災害図上訓練）

◼ HUG（避難所運営ゲーム）

◼ 防災かるた・防災すごろく

◼ 防災クイズ・スタンプラリー

◼ まち歩き・タウンウォッチング（地域点検・危険個所の確認）

◼ 防災マップづくり（自分たちの避難ルート作成）

◼ 起震車での揺れ体験

◼ 煙体験施設での避難体験

◼ 風水害・風洞体験

◼ 非常食の調理・試食体験（アルファ化米や缶詰など）

◼ 避難所体験・ダンボールベッド組み立て・一泊体験

◼ 応急手当・心肺蘇生・AED講習

◼ 身近な物を使った救護体験（毛布担架や三角巾）

◼ 消火器・消火栓を使った初期消火体験

◼ 家具固定・耐震対策のワークショップ

◼ シェイクアウト訓練（一斉・短時間での safe 姿勢確保）

◼ シナリオ非公開型避難訓練（ブラインド訓練）

◼ 夜間・悪天候を想定した避難訓練

◼ 災害対策本部での図上ロールプレイング訓練

◼ 安否確認・伝言ダイヤル（171）体験訓練

◼ VR・AR技術を活用した浸水・火災疑似体験

◼ 防災アプリ・デジタルハザードマップの操作体験

◼ 防災キャンプ・アウトドア防災（電気・水道なしの生活体験）

◼ 防災ピクトグラム・標識の探索・学習

◼ マイ・タイムライン（個人の防災行動計画）づくり
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01 問題意識

＝死なないための技術
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01 問題意識

「死」への恐怖が中心の防災教育
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01 問題意識

経験なき世代が中心の社会への移行

「死」への恐怖が中心の防災教育
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01 問題意識

災 害 に 向 き 合 う 教 育 と し て の
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Agenda

02 この「問い」に向き合う理由
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02 この「問い」に向き合う理由

視察先(【 】内の番号は視察順)
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02 この「問い」に向き合う理由

何のために、助からなくてはならないのか。

授業の目標
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02 この「問い」に向き合う理由

何のために、助からなくてはならないのか。
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02 この「問い」に向き合う理由

「死なないこと」
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02 この「問い」に向き合う理由

極限の恐怖が目の前に

迫ったときに単なる

「生物学的な生存への執着」

だけでは足が

すくんでしまうことがある
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02 この「問い」に向き合う理由

何のために、助からなくてはならないのか。
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02 この「問い」に向き合う理由

何のために、助からなくてはならないのか。

「生きる」ことの定義

そのものを問い直す。
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02 この「問い」に向き合う理由

自分が助かることで、

いつか必ず誰かを助けることができ、

それがひいては、

未来の復興を担う力になるから。
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02 この「問い」に向き合う理由

絶対に生き残れる保証はないし、

絶対に生き残れる方法もない。

「生きる」目的意識こそが、

困難に立ち向かう真の強さを生むと信じて。
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03 授業を構築する３つのステップ

単元指導計画（本実践で使用した教材は巻末に巻末資料として全て掲載している。）
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03 授業を構築する３つのステップ

準備段階

アンケート調査（WEB回答）を実施

調査
結果

https://x.gd/SQYcO

調査
対象

東日本大震災の震災経験者＊ 605名
全世界・地域を対象とした一般市民

有効
回答

605

調査
期間

2026年1月11日(日)
   〜2026年2月11日(水) １ヶ月間

調査
方法

Webアンケート
個別メール、SNS、リーフレットによる依頼

https://x.gd/SQYcO
https://x.gd/SQYcO
https://x.gd/SQYcO
https://x.gd/SQYcO
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03 授業を構築する３つのステップ

準備段階

アンケート調査（WEB回答）を実施

◆調査結果 | 回答者の在住地（605名）
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03 授業を構築する３つのステップ

準備段階

アンケート調査（WEB回答）を実施

◆調査結果 | 属性
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03 授業を構築する３つのステップ

準備段階

アンケート調査（WEB回答）を実施

◆調査結果 | 15年間の価値観の変化

2011年（発災当時） 2026年（15年後＝現在）
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03 授業を構築する３つのステップ

準備段階

アンケート調査（WEB回答）を実施

◆調査結果 | Q3：変化した理由
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03 授業を構築する３つのステップ

準備段階

アンケート調査（WEB回答）を実施

◆調査結果 | Q4：自由記述欄
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03 授業を構築する３つのステップ

準備段階

アンケート調査（WEB回答）を実施

◆調査結果データ（PDF）の見方

2

3

4

1 2

3

4

1 回答者の属性

価値観の変化(15年)

変化した理由

自由記述欄

https://x.gd/SQYcO

 データ版をダウ

ンロードできます
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03 授業を構築する３つのステップ

教室で「特定の１人」と向き合う

STEP 1

◆ワークシート 01

（参考）この生徒が選択したアンケート調査「314」番

生徒の記述（ワークシート）
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03 授業を構築する３つのステップ

教室で「特定の１人」と向き合う

STEP 1
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03 授業を構築する３つのステップ

被災者の人生に触れ、
「風化」を自らの言葉で再定義する。

STEP 2

◆ワークシート 01

生徒が記入したワークシート「風化の再定義」
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03 授業を構築する３つのステップ

被災者の人生に触れ、
「風化」を自らの言葉で再定義する。

STEP 2

Q.風化とは何か

一生、苦しみや後悔を背負い続けるのはとても苦しいことだから、「感情」の風
化は受け入れるべきだと思う。だけれど「できごと」の風化は忘れたら同じ悲し
みや、それ以上の後悔を味わってしまうから防がないといけないと思う。

風化とは「忘れることで心を守り、覚えていることで命をつなぐ」ものだと、私
は思います。

風化は受け入れても今も次も生きられると思う。誰かが語り継いで若い世代の人
に伝え、次の準備をしていかなければならないと思う。
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03 授業を構築する３つのステップ

被災者の人生に触れ、
「風化」を自らの言葉で再定義する。

STEP 2

Q.風化とは何か

一生、苦しみや後悔を背負い続けるのはとても苦しいことだから、「感情」の風
化は受け入れるべきだと思う。だけれど「できごと」の風化は忘れたら同じ悲し
みや、それ以上の後悔を味わってしまうから防がないといけないと思う。
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03 授業を構築する３つのステップ

被災者の人生に触れ、
「風化」を自らの言葉で再定義する。

STEP 2

Q.風化とは何か

風化とは「忘れることで心を守り、覚えていることで命をつなぐ」ものだと、私
は思います。



B
u
ff

e
r B

u
ffe

r

03 授業を構築する３つのステップ

被災者の人生に触れ、
「風化」を自らの言葉で再定義する。

STEP 2

Q.風化とは何か

人々が震災を受けて得た教訓が忘れられていく、当たり前としてうもれていくの
が風化だと思う。たくさんのものを失ったが、その代わり人々はそれでしか気づ
けなかった多くのことを知った。だからこそ、失ったものを心にとどめ、得たも
のを忘れないようにしなければならないと思う。つまり、風化を防がなければ、
震災から何も残らない。次も多くを失い、こうかいし、苦しんでしまうと思う。

「風化」とは皆が忘れたフリをすることだと思う。忘れてはいけないと分かって
いても思い出すと辛くなる。だから忘れたフリをする。だけど、そのフリを続け
れば、その辛さをずっと持ち歩くことになる。それはしんどいから、後世に受け
継がれて、その時の辛さをリレーしている。だから、風化を防がなければ「次」
を生きられないと思う。
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03 授業を構築する３つのステップ

何のために、
助からなくてはならないのか 。

STEP 3
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03 授業を構築する３つのステップ

何のために、
助からなくてはならないのか 。

STEP 3
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03 授業を構築する３つのステップ

何のために、
助からなくてはならないのか 。

STEP 3

情報の「正確さ」 語り手の「切実さ」

❶ 東北の「いま」
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03 授業を構築する３つのステップ

何のために、
助からなくてはならないのか 。

STEP 3

❷ ケース対応のワーク

「自分には関係ない」 当事者として向き合う
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03 授業を構築する３つのステップ

何のために、
助からなくてはならないのか 。

STEP 3

❷ ケース対応のワーク

「自分には関係ない」 当事者として向き合う
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03 授業を構築する３つのステップ

何のために、
助からなくてはならないのか 。

STEP 3

❸ 資料の見学（書資料の見学、砂時計モデル等）
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03 授業を構築する３つのステップ

何のために、
助からなくてはならないのか 。

STEP 3

❸ 資料の見学（書資料の見学、砂時計モデル等）

東日本大震災 概要資料

東日本大震災の全体像を俯瞰する
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03 授業を構築する３つのステップ

何のために、
助からなくてはならないのか 。

STEP 3

❸ 資料の見学（書資料の見学、砂時計モデル等）

抗えない時間の流れと、記憶の風化
を、生徒たちに突きつける。

発災から４ヶ月分の新聞記事



B
u
ff

e
r B

u
ffe

r

03 授業を構築する３つのステップ

何のために、
助からなくてはならないのか 。

STEP 3

❸ 資料の見学（書資料の見学、砂時計モデル等）

圧倒的な事実が、
リアリティを持って迫ってくる。

大川小を襲った津波高のライン
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03 授業を構築する３つのステップ

何のために、
助からなくてはならないのか 。

STEP 3

❸ 資料の見学（書資料の見学、砂時計モデル等）

東日本大震災を、
「一人の人間」の言葉で捉える。

ナラティブの抜粋
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03 授業を構築する３つのステップ

何のために、
助からなくてはならないのか 。

STEP 3

❸ 資料の見学（書資料の見学、砂時計モデル等）

砂時計モデル

震災当事者たちが歩んできた15年と
いう歳月の重みを、自らの生の軌跡を
なぞるように追体験していく。
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03 授業を構築する３つのステップ
【砂時計モデルのワーク 手順図】「震災から15年の歳月を自ら読み取る」※例：緑から紫の場合
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03 授業を構築する３つのステップ
【砂時計モデルのワーク 手順図】「震災から15年の歳月を自ら読み取る」※例：緑から紫の場合
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03 授業を構築する３つのステップ
【砂時計モデルのワーク 手順図】「震災から15年の歳月を自ら読み取る」※例：緑から紫の場合
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03 授業を構築する３つのステップ
【砂時計モデルのワーク 手順図】「震災から15年の歳月を自ら読み取る」※例：緑から紫の場合
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03 授業を構築する３つのステップ
【砂時計モデルのワーク 手順図】「震災から15年の歳月を自ら読み取る」※例：緑から紫の場合
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03 授業を構築する３つのステップ
【砂時計モデルのワーク 手順図】「震災から15年の歳月を自ら読み取る」※例：緑から紫の場合
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【砂時計モデルのワーク 手順図】「震災から15年の歳月を自ら読み取る」※例：緑から紫の場合
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03 授業を構築する３つのステップ
【砂時計モデルのワーク 手順図】「震災から15年の歳月を自ら読み取る」※例：緑から紫の場合
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03 授業を構築する３つのステップ
【砂時計モデルのワーク 手順図】「震災から15年の歳月を自ら読み取る」※例：緑から紫の場合
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03 授業を構築する３つのステップ
【砂時計モデルのワーク 手順図】「震災から15年の歳月を自ら読み取る」※例：緑から紫の場合

＝風化
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03 授業を構築する３つのステップ

何のために、
助からなくてはならないのか 。

STEP 3

❸ 資料の見学（書資料の見学、砂時計モデル等）

震災当事者たちが歩んできた15年と
いう歳月の重みを、自らの生の軌跡を
なぞるように追体験していく。

砂時計モデル
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03 授業を構築する３つのステップ

何のために、
助からなくてはならないのか 。
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03 授業を構築する３つのステップ

何のために、
助からなくてはならないのか 。

STEP 3

❸ 資料の見学（書資料の見学、砂時計モデル等）
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03 授業を構築する３つのステップ

何のために、
助からなくてはならないのか 。

STEP 3

❸ 資料の見学（書資料の見学、砂時計モデル等）
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03 授業を構築する３つのステップ

何のために、
助からなくてはならないのか 。

STEP 3

❹ 何のために、助からなくてはならないのか 。

未来を描けない しなやかに歩み続ける
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03 授業を構築する３つのステップ

何のために、
助からなくてはならないのか 。

STEP 3

❹ 何のために、助からなくてはならないのか 。

「死にたくない」 強い生きる「目的」
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03 授業を構築する３つのステップ

何のために、
助からなくてはならないのか 。

STEP 3

❹ 何のために、助からなくてはならないのか 。

生存のテクニック 強い生きる「目的」
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03 授業を構築する３つのステップ

何のために、
助からなくてはならないのか 。

STEP 3

❹ 何のために、助からなくてはならないのか 。

みんな何があっても、生きて。絶対に、死ないで ——— 。
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03 授業を構築する３つのステップ
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03 授業を構築する３つのステップ

◆生徒のリフレクション



B
u
ff

e
r B

u
ffe

r

03 授業を構築する３つのステップ

◆生徒のリフレクション



B
u
ff

e
r B

u
ffe

r

03 授業を構築する３つのステップ
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Agenda

04 授業教材のご紹介
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04 授業教材のご紹介

https://sites.google.com/view/shakaichiban

ホーム＞学習者の方はこちら＞特別授業＞「あ
の日」と、「明日」のあいだ。

 全ての授業教
材の閲覧・ダウン
ロードが可能です。



B
u
ff

e
r B

u
ffe

r

Agenda

05 学術の視座から
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05 学術の視座から

ナラティブ・アプローチ
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05 学術の視座から

学術の視座１：ナラティブ・アプローチ

ナラティブ・アプローチが、震災未経験世代に対してどのような変容

をもたらす効果があったのかを考察したい。
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05 学術の視座から

学術の視座１：ナラティブ・アプローチ
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05 学術の視座から

学術の視座１：ナラティブ・アプローチ

「本当の誰かの人生」
として認識

「遠い世界の出来事」
として認識

未経験世代の「震災」の捉え方を変える
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05 学術の視座から

学術の視座１：ナラティブ・アプローチ

自分自身の人生他人事としての歴史

未経験世代の「震災」の捉え方を変える

▲ナラティブ・アプローチによる「希望の防災」授業の全体構造
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05 学術の視座から

学術の視座１：ナラティブ・アプローチ

生徒たちは、物語（ナラティブ）を道しるべとすることで、時間の壁

を乗り越え、震災の教訓を義務やルールとしてではなく、自らの内側

から湧き上がる「生き抜くための意志」として体得した。

一人ひとりの具体的な物語から、時代を超える普遍的な意志を導き出

す回路を築くこと。それこそが、風化という時の流れに抗い、震災の

教訓を未来へと繋ぎ止めるための方法になるのではないか。
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05 学術の視座から

砂時計モデルによる
「風化」の止揚
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05 学術の視座から

学術の視座２：砂時計モデルによる「風化」の止揚

否定的に捉えられがちだった「風化」という現象が、砂時計モデルを

用いた学習活動を経て、その認識にどのような変化があったのかを、

「身体を通じた理解」という観点から考察したい。
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05 学術の視座から

学術の視座２：砂時計モデルによる「風化」の止揚

行った学習活動
１本の糸を「震災後の15年を生きる１人の
人生」に見立てて、砂時計のくびれ部分を潜
り抜けさせる活動。

ねらい
物理的な手作業を通じて、抽象的な「風化」
という概念を、リアルに実感してもらうこと
をねらいとした。
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05 学術の視座から

学術の視座２：砂時計モデルによる「風化」の止揚

行った学習活動
１本の糸を「震災後の15年を生きる１人の
人生」に見立てて、砂時計のくびれ部分を潜
り抜けさせる活動。

ねらい
物理的な手作業を通じて、抽象的な「風化」
という概念を、リアルに実感してもらうこと
をねらいとした。

ポンティ（1945）

人間が世界を認識する際 、 意識が対象を一方的に分析

するのではなく 、 身体が世界の中に投げ込まれ 、 世界

と直接的に関わることを通じて理解が成立する 。
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05 学術の視座から

学術の視座２：砂時計モデルによる「風化」の止揚

「風化」を実感を伴って理解する

身体で直感的に捉える頭で表面的に理解する
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05 学術の視座から

学術の視座２：砂時計モデルによる「風化」の止揚

「糸を通すのは想像以上に難しかったけれど、手元のもどかしさや難

しさがあったからこそ、この15年間という時間の重みや、記憶が薄

れていく経過について深く考えさせられた」（生徒の感想）

指先で糸の「摩擦」を感じたからこそ、一本の糸を丁寧に結び合わせ

た瞬間に得られる気付きは、単なる「教科書的な正解」にとどまらず、

生徒一人ひとりにとって血の通った実感を伴うものになっていったの

ではないだろうか。
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05 学術の視座から

キャリア教育としての
「希望の防災」教育
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05 学術の視座から

学術の視座３：キャリア教育としての「希望の防災」教育

この授業実践が目指す「希望の防災」は、従来の「死なないための技

術や知識の習得」を超えた「人間教育」の営みである。不条理な震災

を前に、いかに自らの生に意味を見出し他者と歩むかという「災害に

向き合う生き方の教育」として捉え直すことで、教育学における

「キャリア教育」の視座と深く重なり合う。
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05 学術の視座から

学術の視座３：キャリア教育としての「希望の防災」教育

三村隆男（2008）

キャリア教育を特定の時間だけで行うものではなく 、

学校教育のあらゆる場面において 「 キャリア教育の視

点」 を持って教育活動を展開することが 重要。
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学術の視座３：キャリア教育としての「希望の防災」教育

三村隆男（2008）

キャリア教育を特定の時間だけで行うものではなく 、

学校教育のあらゆる場面において 「 キャリア教育の視

点」 を持って教育活動を展開することが 重要。

社会科 × 国語科 × 理科
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05 学術の視座から

学術の視座３：キャリア教育としての「希望の防災」教育

三村隆男（2008）

キャリア教育を特定の時間だけで行うものではなく 、

学校教育のあらゆる場面において 「 キャリア教育の視

点」 を持って教育活動を展開することが 重要。

社会科 × 国語科 × 理科

キャリア教育
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キャリア教育

05 学術の視座から

学術の視座３：キャリア教育としての「希望の防災」教育

三村隆男（2008）

キャリア教育を特定の時間だけで行うものではなく 、

学校教育のあらゆる場面において 「 キャリア教育の視

点」 を持って教育活動を展開することが 重要。

社会科 × 国語科 × 理科

生きる指針



B
u
ff

e
r B

u
ffe

r

05 学術の視座から

学術の視座３：キャリア教育としての「希望の防災」教育

「自分が助かる」 他者とのつながり
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05 学術の視座から

学術の視座３：キャリア教育としての「希望の防災」教育

「ゲームができなくなってしまうから」

「大好きなプリンが食べられなくなってしまう」
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05 学術の視座から

学術の視座３：キャリア教育としての「希望の防災」教育

「ゲームができなくなってしまうから」

「大好きなプリンが食べられなくなってしまう」

等身大の欲求や素直な生命肯定の土台
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05 学術の視座から

学術の視座３：キャリア教育としての「希望の防災」教育

「ゲームができなくなってしまうから」

「大好きなプリンが食べられなくなってしまう」

等身大の欲求や素直な生命肯定の土台

他者や社会のために生きる
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05 学術の視座から

学術の視座３：キャリア教育としての「希望の防災」教育
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05 学術の視座から

学術の視座３：キャリア教育としての「希望の防災」教育

キャリア教育のなかで重視される「関係性の中での自己形成（他者や社

会との関わりを通じて自分自身を作り上げていくこと）」が、生徒自身の内発的

な気付きとして形になった。

生徒たちが自らの生き方を、さらに広い視野で見つめ直すような、

「未来を思い描くキャリア教育」としての役割を、今回の授業は果た

せたのではないだろうか。
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Agenda

06 提言
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06 提言

恐怖を起点とした防災教育から、

希望を起点とした 、 人間教育へ。
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06 提言

防災を「人間教育の根幹」へ

「恐怖」を起点にした教育は、
 時間が経つにつれて本質的な限界を迎えることになる。
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06 提言

防災を「人間教育の根幹」へ

東日本大震災

＝「記号化された歴史」の一部
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06 提言

防災を「人間教育の根幹」へ

東日本大震災

＝「記号化された歴史」の一部

私たちが真摯に向き合わねばならない課題
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06 提言

何のために、

助からなくてはならないのか ——— 。

防災を「人間教育の根幹」へ
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06 提言

何のために、

助からなくてはならないのか ——— 。

「他者や社会と共に生きる姿勢」へ繋げる。

防災を「人間教育の根幹」へ
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06 提言

防災を「人間教育の根幹」へ

「教育とは何か」
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06 提言

「希望」によって

子どもたちの中にある

内なる生きる意志を解き放つこと

防災を「人間教育の根幹」へ

「教育とは何か」
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06 提言

防災教育 人間教育の根幹

防災を「人間教育の根幹」へ
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06 提言

「この世界は、生きるに値する場所である」
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06 提言

「生き抜く理由」
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06 提言

小さくとも確かな           である。
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06 提言

恐怖を起点とした防災教育から、

希望を起点とした 、 人間教育へ。
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07 謝辞

本稿を締めくくるにあたり 、 多大なるご助力をいただいた皆様に 、 深甚なる感謝の意を表します 。
まず、 厳冬の視察において 、 被災地の「 生と死 」 の境界線を共に歩み 、 導いてくださった語り部と伝承の専門家の皆様に厚く御礼申し上げます 。
震災語り部伝承連携組織 ・ 公益社団法人「 ３ ・ １１メモリアルネットワーク 」 および東北大学災害科学国際研究所研究員 武田真一氏、 ならびに
同組織の 阿部任氏。 お二人の深遠な知見と 、 命に対する峻烈な眼差しがなければ 、 本実践の骨格は成り立ちませんでした 。 武田様から私に投げ
かけられた 「 何のために助かるのか 」 という問いは 、 私の教育実践における揺るぎない指針となりました 。
現地の息遣いを伝えてくださった 、 杉ノ下地区遺族会の 小野寺敬子氏、 いのちをつなぐ未来館の 川崎杏樹氏、 戸倉小学校元校長の 麻生川敦氏、
大川伝承の会・ 語り部の 佐藤敏郎氏、 石巻市門脇小学校元校長の 鈴木洋子氏、 石巻西高校元校長の 斎藤幸男氏、 そして仙台市荒浜小学校元校
長の 川村孝男氏。 皆様が託してくださった 「 本当のこと 」 の重みを、 私は生涯、 教壇から繋ぎ続けます 。 荒浜小学校の屋上で見上げた空 、 向洋
高校の壁に残る傷跡 、 そして静寂の中に佇む大川小学校の校舎 ———— 。 それら一つひとつが 、 ３０５名の生徒たちの心を震わせ 、 生涯忘れる
ことのない 、 生きるための道標となりました 。
また 、 私の以前の勤務校での教え子のご両親であり 、 ご自身の歩みを静かに打ち明け 、 取材に深く協力してくださった 、 あるご夫妻 。 それまで
周囲に「 語れなかった 」 言葉にならないほどの切実な思いと記憶 、 そして 「 どんな境地にいっても幸せは見つけられる 」 という言葉は 、 この
「 希望の防災」 を形作るための 、 決定的な心の拠り所となりました 。
そして 、 私の教育実践の礎を築いてくださった恩師 、 早稲田大学名誉教授であり国立教育政策研究所フェローの三村隆男氏に 、 心からの敬意と
感謝を捧げます 。 震災から 10年目の節目であった２０２１年から 、 同氏には幾度となく私の授業を見学していただき 、 多大なるご指導を賜りま
した 。 三村氏が示してくださった 、 教育が社会に対して果たすべき役割という視座が 、 本実践を単なる 「 知識の伝達」 から 「 命を巡る哲学 」 へ
と深めるための原動力となりました 。
アンケート調査にご協力いただいた世界 22カ国、 ６０５名の皆様 。 皆様がナラティブを通じて届けてくださった言葉は 、 ３０５名の魂を揺さぶ
る羅針盤となりました 。 特に、 開智所沢中等教育学校(現勤務校)第一学年の保護者の皆様におかれましては 、 調査への協力のみならず 、 授業後の
温かな反響を通じて 、 本実践の意義を家庭という場において完成させてくださいました 。
皆様の支えがなければ 、 この授業は完結し得ませんでした 。
そして 、 本稿の中核をなす 「 砂時計モデル」 のデザイン 、 および描画を担当してくれた 、 本校生徒の遊佐ひなたさん 。 私が提唱した 「 風化を価
値の濾過プロセスとして捉え直す 」 という抽象的な教育概念を 、 彼女は類まれなる感性と深い思索で受け止めてくれました 。 彼女が祈りを込め
て描き出した奇跡の一本松と夕焼けの色彩は 、 単なるイラストレーションの域を超えています 。 それ自体が、 「 震災を知らない世代が 、 自らの
手で記憶に新たな命を吹き込む 」 という 、 極めて尊い実践の結実でした 。 彼女のようなひたむきな感性に出会い 、 一つの表現を共に深めること
ができたことは 、 教育者としてこの上ない幸福であり 、 彼女が描いた希望の光の色は 、 本稿の主張に強い説得力を与えてくれました 。 遊佐ひな
たさんの真摯な表現に 、 最大限の敬意と感謝を捧げます 。
そして 、 言葉に尽くせぬ感謝を 、 最愛の妻と娘へ 。 日々の授業研究や現地視察によって家を空けることも多かった私を 、 常に温かく支え 、 教壇
へ送り出し続けてくれた妻 。 あなたの元教員としての深い理解と 、 家庭に灯してくれる変わらないあたたかさがあったからこそ 、 私は迷うこと
なく前を向き 、 「 希望の防災」 という新たな地平をどこまでも深く追い求めることができました 。 そして 、 ただそこにいて愛らしい笑顔をくれ
るだけで 、 一人の親としての喜びを思い出させ 、 私が語る 「 命」 の重さをその存在すべてで支えてくれる 、 大切な娘。 二人の存在こそが 、 私が
「 希望の防災」 を語るうえでの 、 最も原初で 、 最も強力な原動力でした 。 ここに最大の愛と感謝の意を表します 。
さらに 、 こうした教室内の取り組みを広く社会へ発信してくださった教育新聞社 、 読売新聞東京本社、 テレビ埼玉の報道関係者の皆様に感謝い
たします 。 皆様が「 未経験世代による生の再構築 」 という視座を提示してくださったおかげで 、 ３０５名が一堂に会したあのホールでの実践が 、
一過性の行事に留まらず 、 より大きな未来への提言として形を成すことができました 。
最後になりましたが 、 本実践の場を整えてくださった本校校長 、 ならびに日々の教育活動を陰ながら支え 、 温かく見守ってくださった教職員の
皆様。 学年を挙げた特別授業の実施にあたり 、 私の視察や準備に伴う不在時も含め 、 教育活動が滞りなく進むよう多大なるご配慮をいただいた
ことに 、 深く感謝申し上げます 。 皆様の理解とバックアップがあったからこそ 、 この挑戦的な試みを最後まで完結させることができました 。
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07 謝辞

そして ———— 。
共にあの１００分間を生き 、
自らの手で 「 未来を拓く 」 当事者となった 、 ３０５名の教え子たちへ 。

君たちが向けた真摯な眼差し 、 溢れさせた涙 、
そして 「 絶対に死なない 」 と綴った筆先の力強さこそが 、
私にとっての救いであり 、 希望でした 。

君たちが紡ぎ出す 「 明日」 を、
私はこれからも一番近くで見守り続けていきます 。

君たちの 「 生きる 」 姿そのものが 、
あの日失われた数多の 「 明日」 を照らす 、
もっとも誠実な光になると信じて 。

あなたもまた 、 この希望を未来へ繋ぐ 、 一人の当事者なのだから 。

2026年8月

開智所沢中等教育学校
社会科教諭  藤澤 和駿
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社会知盤（web）

PDFで参照できます

本日の発表資料

PDFで参照できます

実践事例 映像

映像を視聴できます（フル）

「あの日」と、「明日」のあいだ。
  授業資料

「あの日」と、「明日」のあいだ。
  授業映像（100分間フル）

資料のご提供

ダウンロード

が可能です!!
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開智所沢中等教育学校
KAICHI  TOKOROZAWA  SECONDARY   SCHOOL

ありがとうございました。
KAZUTAKA FUJISAWA
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